
　

　    の行事予定

日 曜 給 食

1 土 ―

2 日 ―

3 月 ―

4 火 ―

5 水 ―

6 木 ―

7 金 ―

8 土 ―

9 日 ―

10 月 ―

11 火 ―

12 水 ―

13 木 ―

14 金 ―

15 土 ―

16 日 ―

17 月 ―

18 火 ―

19 水 ―

20 木 ―

21 金 ―

22 土 ―

23 日 ―

24 月 ―

25 火 ―

26 水 ―

27 木 ―

28 金 ―

29 土 ―

30 日 ―

31 月 ―

陸　 上 　部8:00～8:40
金管バンド部9:00～9:45

陸　 上 　部8:00～8:40
金管バンド部9:00～9:45

市Pソフトバレーボール大会
（スポーツセンター）13:00～

教育を語る会10:00(みなと交流館)

金管バンド部9:00～9:45

学校閉庁日

山の日

てやてやウェーブ
（みなっと）18:30～

学校閉庁日

学校閉庁日

みなと花火大会（運動場駐車場）

てやてや練習①17:00～（松蔭小）

てやてや練習②17:00～（松蔭小）

学 校 行 事

公民館七夕笹飾り9:30～（松蔭公民館）

校 訓

＜9月の主な行事予定＞
9/ 1（火）第２学期始業式、分区会、集団下校11:30～

９/  ３(木) 手作り参観日（5年） 9/ ９（水） 俳句集会

９/10(木) 手作り参観日（2年）、第2回学校運営協議会18:30

9/15(火) 手作り参観日（4年）

9/17(木) 手作り参観日（3年） 9/16(水)～１８（金）修学旅行（6年）

9/29(火) 手作り参観日（1年）

9/３０(水) 手作り参観日（6年）
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教えるということ

校長 山本 雅人

ここに一冊の本があります。タイトルは「教えるというこ

と」初版が昭和48年ですから50年以上前に出版された本です。

著者は、国語教育の大家・大村はま先生。昭和３年に教師と

なり、戦前・戦中・戦後のまさに激動の時代を教壇で過ごさ

れた方です。読み進めていくと、いくらか隔世の感を持ちつ

つも、教師として大切にしたいものー教育の本質ーは何も変

わっていないことを実感します。紹介したい内容がたくさん

あるのですが、今回はその中の一つを。

はまさんには何でもできるお姉さんがいたそうです。（残

念ながら早くに亡くなります。）小学生のはまさんに、ある

日、「絵の宿題」が出されました。しかし絵は大の苦手。描

けば描くほど、イメージから離れ、最後には悔しいやら悲し

いやらで涙が出てしまったといいます。その様子を病床から

感じていたお姉さん、「もっておいで」と優しく声を掛け、

そっと筆を入れてくれました。

翌日まるで別物のようになった絵を学校で提出すると、担

任の先生が「よし！」と受け取ってくれ、掲示が終わって返

却された画用紙の裏には五重丸がついていたそうです。

はまさんは教師になってからこの出来事を振り返っていま

す。

「毎日、私と接している担任の先生が、あの絵が私の描い

たものではないと気付かないはずがない。すべてわかった上

で、あの時の私の喜びを不問にしてくれたのだ。嘘ばかりつ

く子供であったなら、そうではなかったと思う。普段から私

をしっかり見てくれ、その上で融通自在の愛情を注いでくれ

たのだ。…教師になった今の私はちょっとした出来事で生徒

を叱っている。微々たることで生徒を責めている自分を深く

反省するのです。」こんな内容でした。

「嘘はダメです。」この指導に間違いはありません。「な

らぬものはならぬ。」です。ただ、なぜ嘘をついたのか？そ

の子供の背景には何があるのか？そこを見て取れる教師であ

り大人でありたいと思うのです。

明日から夏休みが始まります。子供

たちの活動の場は「学校」から「家庭」

へと移ります。子供たちの日々の成長

は大人のそれとは比べものにならない

ほど大きく、速いものです。時に厳し

く時に優しく子供たちの成長をその傍

らで見守っていただけると幸いです。

二学期、ひとまわり成長した子供たちが元気に登校する姿

を心から楽しみにしています。



御芳名（　　          　     　　　）（地域での子どもたちの様子や学校への御要望、本紙を読んでの御感想・御意見等）

匿名でもかまいません。

　

7月15日（水）に、「水泳選手を励ます会」が行わ
れました。一週間後に控えた八幡浜市小学校水泳記録
会に出場する選手たちを励まそうと、全校児童が体育
館に集まりました。
まず、選手一人一人が自分の目標を述べていきまし

た。それぞれの記録会に向けた意気込みが伝わってき
ました。また、全校児童の声援の声を受けた時、表情
がより引き締まるのを感じました。

長い期間の練習を頑張ってきた選手たち。練習を支えて

いただいた先生方や保護者の方々、応援してくれる友達、

ともに頑張ってきた部員たちの思いも乗せ、自分の力を存
分に発揮してほしいと思います。

9/３０(水) 手作り参観日（6年）

―まずは、「生活習慣」を大切に…―
いよいよ夏休みが始まります。長い期間となりま

すので、「早寝・早起き・朝ごはん」やお手伝いを
中心に、基本的な生活習慣を大切にしてほしいと思
います。
夏休み中は、スマートフォンやタブレットを利用

する時間が増えがちです。便利な生成AIやSNS、動画
配信サービスなどを活用する機会も多くなりますが、
使い方によっては深刻なトラブルにつながることが
あります。個人情報の取扱いや発信内容には十分注
意し、利用時間や利用場所、困ったときの相談先に
ついて、ご家庭で改めて確認していただければと思
います。
子供たちの安全・安心を第一に、健康で実りある

夏休みとなるよう願っています。

今年度も、おはなしボランティアの方々にご協力をい
ただき、毎月「あいうえお話会」を開催しています。
子供たちが本に親しみ、おもしろさや楽しみ方に気付

く大変貴重な機会となっています。夏休みが、本に親し
むよい機会になればと願っています。

子供たちが、いつも本の世界に引き込まれていくのが
よく分かります。このような貴重な時間をつくってくだ
さっているお話ボランティアの皆さん、本当にありがと
うございます。

大好き！あいうえお話会

がんばれ！市水泳記録会

7月1日(水)、6年生を対象に「思春期ふれあい体
験」を実施しました。子供たちは赤ちゃんや保護者
の方々と交流し、抱っこや触れ合いを通して命の尊
さや成長の過程について学びました。最初は緊張し
た様子でしたが、赤ちゃんの笑顔に触れるうちに自
然と表情が和らぎ、優しく声を掛ける姿が見られま
した。また、保護者の方から子育ての喜びや苦労に
ついて話を聞き、家族への感謝や将来の自分の姿に
ついて考える貴重な機会となりました。

7月2日(木)、更生保護女性会の皆さんが本校を訪
問し、地域での活動についてお話しくださいました。
女性会は、犯罪や非行の予防、青少年の健全育成、
そして立ち直りを支える取り組みを続けている団体
です。今回の訪問では、思いやりの心を育てる大切
さを教えていただきました。子供たちにとって、地
域とつながる意義を考える貴重な機会となりました。

「思春期ふれあい」教室
が行われました

更生保護女性会訪問


